
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

少年女子は１０月４日、北上市和賀川グリーンパークテニスコートでの１回戦、石川県との初戦を２

対１で勝ち上がり、２回戦は第１シード和歌山県と対戦した。原口監督は「この試合を乗り切れば上位

が見えてくる。」と対和歌山戦が重要であるとの話しのとおり、一進一退の攻防が繰り広げられたものの、

残念ながら０対３でストレート負けを喫した。試合後、原口監督は「自分のプランどおりの試合はでき

たが、結果がついてこなかった。」と唇を噛み締めていた。 

少年男子は、１回戦埼玉県と対戦。ダブルスで善戦したものの、あと一

歩のところでミスが生じ、埼玉県にストレート負けを喫した。照嶋監督は、

「実力は拮抗していたが、風が強く、難しい試合だった。」と悔しさを滲ま

せていた。この日のテニスコートはサーブのトスアップもままならないほ

どの強風が吹いていた。 

ソフトボール成年女子 ５ 位入賞 

４年連続８位以内入賞へ 

福岡県選手団が大健闘！ 

 １０月４日の岩手県内は各地で強風が吹き荒れており、屋外実施競技に影響を及ぼした。決し
てベストなコンディションではなかったが、そうした中でも最後まであきらめない福岡県の選手
たちの姿があった。 
 選手達の熱い頑張り、活躍こそ、福岡の勝利に繋がる。頑張れ チーム福岡！！ 

10 月４日、八幡平市安比高原テニスクラブで行われた少年女子の３回戦は新潟県と対戦し
た。前日の雷雨と変わって晴天に恵まれたが、強風の中での試合となった。シングルスは１対１
と互角、最終のダブルスによる決戦となった。一進一退の試合を繰り広げ、４対４の同点から、
その後２ゲームを連取され４対６となり劣勢に立たされた。しかし、怒濤の攻撃で４ゲームを連
取して大逆転、８対６で勝利し、準々決勝に駒を進めた。 

試合を終えた選手は「シングルスで１対１になったけど、二人で集中し明るく元気にプレーす
ることに専念して試合に臨むことが出来ました。次も二人で協力して頑張ります！」とコメント
した。次に臨んだ準々決勝では、京都にストレートで勝利し、見事ベスト 4 へと進出した。 

 テニス少年女子 ベスト４ 進出 

ソフトテニス少年男子・女子ともに敗退、敗因は強風！ ？  

10 月 3 日、ベスト４進出をかけた京都府との対戦。初回、先攻の

福岡県はランナーをため、５番キャプテン高村選手の先制のタイムリ

ーヒットで１点を奪うものの、１,３,４回に猛攻を受け、４点を追う展

開となった。６回表には２度目のチャンスとなる満塁でのタイムリー

ヒットを放ち、一挙に４得点をあげて同点に追いついたものの、その

裏に２点を失い５対７で惜しくも勝利を手にすることが出来なかっ

た。しかし、監督兼任の原田選手を中心に最後まで諦めずに戦った選

手たちの活躍で、２年連続の８位以内入賞を果たした。 

 
 



     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

１０月４日終了時点で福岡県の男女総合成績は前日と変

わらず９位をキープしている。大阪府（前日１０位）が１８

２点を獲得して、８位に浮上。例年の傾向から、今後も順位

を上げていくことが予想される。昨日８位だった岩手県は、

241.5 点と大量得点を獲得し、順位を３つ上げ現在 5 位に

つけており、成年男子バレーボール、成年男女の体操競技な

ど、この日に行われた多くの競技で入賞を果たしている。 

本県と競合する１１位の千葉県は、昨日と順位は変わらな

いものの、本県との点数差３６点まで迫っており、後半の日

程で行われるバスケットボール、ボウリング、ゴルフで高得

点を獲得する傾向があることからも、本県との厳しい順位争

いが予想される。先行する兵庫県との点数差は、昨日の時点

では 108.5 点であったが現在 55.5 点のところまで詰めて

きた。兵庫県は昨年 12 位、一昨年は 11 位と 8 位以内にと

どいていないものの、この先の動向から目が離せない。 

の現在状況と今後の展望 

国体の情報については、大会ホームページ（http://www.iwate2016.jp/）より、御覧ください。 

【発信元】(公財)福岡県スポーツ振興センター スポーツ振興課 企画情報係 

現地コンディション情報 ～台風接近～ 

岩手県の５日の最高気温は２３℃、最低気温１５℃と、昨日

より若干気温が下がった状態。低気圧や寒気の影響で曇りや雨

の日が多いが、週末は晴れる見込みだ。   

６日は台風１８号の影響で、大雨となるところがあり、東北

南部の海上は大荒れとなる見込みだ。台風は現在福岡を通過

し、日本海側を北上しながら温帯低気圧に変わり、東北を 6 日

の午前中に通過する可能性が高い。風だけでなく雨にも注意が

必要であり、移動には十分な余裕を持って臨みたい。 

【各競技入賞者】 (１０月４日終了時点)

競技名 種目 名前 所属 順位

スナッチ ３位
クリーン＆ジャーク ５位
トータル ３位
スナッチ １０位
クリーン＆ジャーク 4位
トータル 6位

磯崎　哲也 (株)エス・ピー・ネットワーク
野田　友哉 日本経済大学

成年女子国体
ウィンドサーフィン級

山辺　美希 (株)サガミ ４位

少年男子
レーザーラジアル級

下石　煕 西南学院高校 ３位

中村　麻裕 九州国際大学
櫻本　絢子 ＹＯＮＥＸ

バドミントン

８位

４位

７位

５位

成年女子５０ｍ ライフル三姿勢（６０発）

国体総合馬術

ライフル射撃

重量挙げ

セーリング

馬術

女子－５３ｋｇ級

少年男子９４ｋｇ級

成年男子４７０級

成年男子

成年女子

末冨　詩織

柳田　瑞季

松本　和真

仁田原　志起

(株) 損害保険リサーチ

九州国際大学職員

八幡中央高校

ＲＳスマイルフィールド

都道府県名 合計得点
前回大
会順位

1位 東京 999 2位

2位 埼玉 863 4位

3位 神奈川 797.5 6位

4位 北海道 789.5 9位

5位 岩手 753.5 16位

6位 愛知 704 3位

7位 兵庫 684 12位

8位 大阪 681.5 5位

9位 福岡 628.5 8位

10位 長野 610.5 14位

11位 千葉 592.5 7位

12位 京都 585.5 10位

13位 岡山 569.5 11位

現時点順位

男女総合成績（天皇杯）10月4日終了時点


